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(57)【要約】
　無駄な処理及びそれによる無駄な消費電力を削減できる表示制御方法を提供する。表示
内容が更新されたかどうか判定する更新判定部（３３）と、表示内容の特徴量を求める特
徴量抽出部（３６）と、特徴量抽出部（３６）が求めた特徴量を参照し補正パラメータを
定める制御部（２０）と、補正パラメータに基づいて表示内容を補正し補正された表示内
容を表示装置（４０）へ出力する表示内容補正部（３５）とを備え、更新判定部（３３）
が表示内容が更新されていないと判定するとき、制御部（２０）は、特徴量抽出部（３６
）への給電を遮断する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
補正パラメータにより表示内容を補正し、光源パラメータにより光源を制御する表示制御
方法であって、
表示内容の更新の有無に応じて、前記補正パラメータと前記光源パラメータとを更新する
表示制御方法。
【請求項２】
補正パラメータにより表示内容を補正する表示制御方法であって、
表示内容が更新されたかどうか判定するステップを含み、
表示内容が更新された場合、補正パラメータを更新し、更新された補正パラメータに基づ
いて表示内容を補正して表示装置へ出力し、
表示内容が更新されていない場合、補正パラメータの更新を省略する表示制御方法。
【請求項３】
前記表示装置は光源を有し、
表示内容が更新された場合、前記補正パラメータ及び光源パラメータを更新し、前記更新
された補正パラメータに基づいて表示内容を補正して前記表示装置へ出力し前記更新され
た光源パラメータに基づいて前記光源を制御し、
表示内容が更新されていない場合、補正パラメータの更新及び光源パラメータの更新を省
略する請求の範囲第２項記載の表示制御方法。
【請求項４】
表示内容は、ユーザ操作と連動して更新される請求の範囲第２項記載の表示制御方法。
【請求項５】
表示内容は、表示内容の持つ情報および／または表示内容の比較結果と連動して更新され
る請求の範囲第２項記載の表示制御方法。
【請求項６】
前記補正パラメータを定める表示内容の特徴量を保存するステップをさらに含み、
保存された特徴量に基づいて、前記補正パラメータと前記光源パラメータを更新する請求
の範囲第３項記載の表示制御方法。
【請求項７】
表示内容の更新速度を求めるステップをさらに含み、
求められた更新速度が大きくなるにつれ前記光源の光量が少なくなるように前記光源パラ
メータを更新する請求の範囲第３項記載の表示制御方法。
【請求項８】
表示内容が更新されたかどうか判定する更新判定部と、
表示内容の特徴量を求める特徴量抽出部と、
前記特徴量抽出部が求めた特徴量を参照し補正パラメータを定める制御部と、
前記補正パラメータに基づいて表示内容を補正し補正された表示内容を表示装置へ出力す
る表示内容補正部とを備え、
前記更新判定部が表示内容が更新されていないと判定するとき、前記制御部は、前記特徴
量抽出部への給電状態を通常の状態よりも消費電力が少ない状態へ変更する表示制御装置
。
【請求項９】
前記表示装置は、光源と、前記光源の光量を制御する光源制御部とを有し、
前記制御部は、前記特徴量抽出部が求めた特徴量を参照し、前記補正パラメータを定めて
前記表示内容補正部へ出力すると共に、光源パラメータを定めて前記光源制御部へ出力し
、
前記更新判定部が表示内容が更新されていないと判定するとき、前記制御部は、前記特徴
量抽出部への給電状態及び前記光源制御部への給電状態を、通常の状態よりも消費電力が
少ない状態へ変更する請求の範囲第８項記載の表示制御装置。
【請求項１０】
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前記通常の状態よりも消費電力が少ない状態は、電源が遮断された状態である請求の範囲
第９項記載の表示制御装置。
【請求項１１】
表示内容が更新されたかどうか判定する更新判定部と、
表示内容の特徴量を求める特徴量抽出部と、
補正パラメータに基づいて表示内容を補正し補正された表示内容を表示装置へ出力する表
示内容補正部とを備え、
前記更新判定部が表示内容が更新されていないと判定するとき、前記特徴量抽出部への給
電状態は、通常の状態よりも消費電力が少ない状態へ変更される半導体集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示制御方法及びその装置に関するものである。
【０００２】
　より特定的には、液晶パネルに代表される、受光型表示デバイスへ、光源から光を照射
して映像を表示する表示装置において、入力される表示内容に応じて、動的に光源の輝度
調整と表示内容の補正とを相関を持たせて制御する技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来、光源の消費電力削減、デバイスの長寿命化等を目的として、入力映像信号、ある
いは光センサーや温度センサーの測定値等に応じて、光源の輝度調整値と表示内容の補正
パラメータとに相関を持たせて制御し、省電力・長寿命等を実現しようとする技術が知ら
れている。このような技術に関する従来技術として、特許文献１（日本国特開平１１－６
５５３１号公報）を挙げることができる。
【０００４】
　特許文献１記載の発明は、動画像を主とした制御法であり、表示内容の更新の有無にか
かわらず、常に表示内容の特徴量が抽出され、抽出された特徴量に基づいて表示内容の補
正パラメータおよび光源の輝度調整値が、常時、更新される。
【０００５】
　特に、静止画像が表示される場合、表示内容の更新が、複数フレームにわたって行われ
ない場合であっても、特徴量が抽出され、表示内容の補正パラメータ・光源の輝度調整値
が更新される。このような無駄な処理により、相当の電力が消費される。
【０００６】
　主として静止画像の表示に用いられる電子機器は、しばしば、動画像の表示を主とする
電子機器よりも高い表示解像度を持つ。したがって、上述したような無駄な処理による負
担は、表示解像度が高くなるだけ、より重くなる。
【０００７】
　特に、電子ブックなどのように、静止画表示を主とする電子機器では、その使用者が表
示内容（該当頁）を読む間、表示内容の更新は行なわれないから、数１００～数１０００
フレーム分の無駄な処理が実施され、相当の電力が浪費されることになる。
【特許文献１】特開平１１－６５５３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで本発明は、無駄な処理及びそれによる無駄な消費電力を削減できる表示制御方法
及びその関連技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の発明に係る表示制御方法は、補正パラメータにより表示内容を補正し、光源パラ
メータにより光源を制御する表示制御方法であって、表示内容の更新の有無に応じて、補
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正パラメータと光源パラメータとを更新する。
【００１０】
　この構成により、表示内容が更新されない場合における、無駄な処理を削減することに
より、この無駄な処理に起因する消費電力を削減できる。したがって、それだけ、消費電
力を削減できる。
【００１１】
　第２の発明に係る表示制御方法では、表示内容の更新が、ユーザ操作と連動して行われ
る。
【００１２】
　この構成により、ユーザ操作と連動して、光源の光源パラメータ、および、表示内容の
補正パラメータを更新できる。
【００１３】
　第３の発明に係る表示制御方法では、表示内容は、表示内容の持つ情報および／または
表示内容の比較結果と連動して更新される。
【００１４】
　この構成により、表示内容の更新の有無を自動的に判定し、この結果に連動して、光源
の光源パラメータ、および、表示内容の補正パラメータを更新できる。
【００１５】
　第４の発明に係る表示制御方法は、補正パラメータを定める表示内容の特徴量を保存す
るステップをさらに含み、保存された特徴量に基づいて、補正パラメータと光源パラメー
タを更新する。
【００１６】
　この構成により、予め指定された表示内容を表示する場合において、既に保存されてい
る特徴量を参照することにより、すばやく表示できる。また、一度、表示された表示内容
の特徴量を保存しておけば、再度、特徴量を抽出する必要がなくなり、消費電力を削減で
きる。
【００１７】
　第５の発明に係る表示制御方法は、表示内容の更新速度を求めるステップをさらに含み
、求められた更新速度が大きくなるにつれ光源の光量が少なくなるように光源パラメータ
を更新する。
【００１８】
　この構成により、更新速度が上がるにつれ、光源の消費電力をより削減できる。またこ
のようにしても、表示内容の見やすさは、事実上損なわれない。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の表示装置によれば、表示内容の更新が無い場合、不要な処理を行わず、消費電
力を削減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る表示制御装置と表示装置を示すブロック図である
。
【００２２】
　図１に示すように、表示制御装置は、入力部１０、制御部２０、記憶部２１、半導体集
積回路３０及び電源制御部５０を備える。
【００２３】
　入力部１０は、リモートコントローラ、キーセット又はタッチパネル等からなり、ユー
ザ命令を受付け、それを制御部２０へ出力する。
【００２４】
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　制御部２０は、ＣＰＵ及びＲＯＭ等からなり、図１の各要素を制御する。
【００２５】
　記憶部２１は、メモリ、ハードディスク装置、あるいはＤＶＤ等の記憶媒体等からなり
、制御部２０からアクセスされる。記憶部２１には、特徴量抽出部３６が求めた特徴量が
保存される。
【００２６】
　数ページ前、すなわち、過去に表示された表示内容の特徴量を記憶部２１に保存すれば
、同じ表示内容の特徴量を何度も抽出する必要がなくなり、特徴抽出部３６の消費電力を
削減できる。記憶部２１が保存する特徴量は、記憶部２１の容量が許す限り、任意である
。
【００２７】
　数ページ後、すなわち将来表示されるであろう表示内容の特徴量を、起動時、ユーザが
表示内容を読んでいる時、処理が空いて負荷が軽い時など、ユーザ命令が発行される前に
任意のタイミングで抽出し、記憶部２１に保存するのが望ましい。
【００２８】
　また、記憶部２１には、図２（ａ）に示される、更新速度をインデックスとする光源パ
ラメータ及び補正パラメータの各値を保持する第１テーブルと、図２（ｂ）に示される特
徴量（本例では最大輝度）をインデックスとする光源パラメータ及び補正パラメータの各
値を保持する第２テーブルとが保持される。なお、第１、第２テーブルは、制御部２０に
設けても良い。
【００２９】
　ここで「更新速度」とは、単位時間あたりに表示されるフレームの数であり、同一フレ
ームが表示され続けるときは、更新速度の値は「０」となる。また、電子ブックの各頁が
ぱらぱらとめくられる場合のように、フレームが順次更新されるときは、更新速度の値は
「０」より大きくなる。
【００３０】
　素早く頁がめくられる場合のように、更新速度が大きくなると、ユーザは、その変化の
過程を目で追うことが困難になる。この点を利用し、本形態では、更新速度が大きくなる
につれ、光源パラメータを小さくし、光量を下げている。こうすれば、見た目にあまり影
響せずに大幅な節電ができる。
【００３１】
　逆に、ユーザが同じ頁を読み続けている場合のように、更新速度が小さくなると、素早
く頁がめくられる場合よりも、光源パラメータを大きくし、光量を上げている。こうすれ
ば、明るく読みやすい表示結果が得られる。
【００３２】
　光源パラメータと補正パラメータ（画像信号に乗ずる係数）とには、ほぼ反比例の相関
関係を持たせてある。
【００３３】
　本形態では、図２（ｂ）の第２テーブルに示すように、最大輝度により光源パラメータ
を定めている。例えば、最大輝度が８０％であるとき、表示装置がリニアな階調特性を有
するのであれば、光源パラメータも８０％とすればよい。しかしながら、本例では、８０
％ではなく、６１．２１％という値を採用している。さらに、最大輝度との相関関係によ
り、補正パラメータは、１．２５（＝１００／８０）としている。
【００３４】
　なお、パラメータが支障なく決定されうる限り、別個のテーブル、同一のテーブルある
いは他の記憶手段によってよいことは、いうまでもない。
【００３５】
　図１に示すように、半導体集積回路３０には、次の要素が設けられる。表示内容転送部
３１は、制御部２０から転送命令を入力すると、それにしたがって、該当表示内容のデー
タを、更新判定部３３あるいはスイッチ３４へ出力する。
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【００３６】
　更新判定部３３は、表示内容転送部３１から表示内容を入力すると、表示内容が更新さ
れたかどうか判定し、判定結果を制御部２０へ出力する。
【００３７】
　更新判定部３３は、入力される表示内容の更新の有無が判定できさえすれば、どのよう
な手法を用いてもよい。たとえば、シーン検出手法などで用いられる、前後の表示内容と
の差分情報、表示内容に付属のヘッダーやタグ情報、圧縮方式などで用いられている動き
情報、あるいは本処理以前の処理で得られる情報を用いても良い。
【００３８】
　例えば、更新判定部３３は、比較対象の一方と他方とにおいて、対応する画素（特定の
画素のみでも良い）の各値について、差の絶対値の総和あるいは２乗誤差の総和を求め、
これらの総和の少なくとも一方と、予め設定された閾値と大小比較を行う。比較の結果、
更新判定部３３は、総和が閾値未満であるときは、「更新無」と判定し、総和が閾値以上
であるときは、「更新有」と判定する。
【００３９】
　スイッチ３４は、互いに独立に作動する第１スイッチＳ１と第２スイッチＳ２とを備え
、第１スイッチＳ１は、表示内容補正部３５に接続され、第２スイッチＳ２は、特徴量抽
出部３６に接続される。スイッチ３４は、第１スイッチＳ１と第２スイッチＳ２とを、制
御部２０から入力する表示内容変更通知にしたがって、互いに独立してオン／オフする。
【００４０】
　特徴量抽出部３６は、ローパスフィルターまたは、ヒストグラムなどを用いて、表示内
容の１フレーム中の最大輝度を特徴量として抽出し、制御部２０へ出力する。なお、特徴
量は、最大輝度に限定されるものではなく、光源パラメータおよび補正パラメータが相関
を持って制御できる特徴量であれば、任意の特徴量あるいは、複数の特徴量の任意の組み
合わせとしてもよい。
【００４１】
　制御部２０は、特徴量抽出部３６から特徴量（最大輝度）を入力すると、図２（ｂ）に
示された第２テーブルを使用し、光源パラメータと補正パラメータとを決定する。または
、制御部２０は、更新判定部３３からの判定結果に基づいて、更新速度を計測し、更新速
度に基づいて、図２（ａ）に示された第１テーブルを使用し、光源パラメータと補正パラ
メータとを決定する。
【００４２】
　表示内容補正部３５は、制御部２０から補正パラメータを入力すると、その内部のレジ
スタに補正パラメータを保存する。さらに、第１スイッチＳ１がオンになっているときは
、表示内容を示す信号に補正パラメータを乗じ、その結果を補正表示内容として表示装置
４０へ出力する。
【００４３】
　電源制御部５０は、制御部２０から電源制御命令を入力し、それに基づいて、半導体集
積回路３０そのもの、表示内容補正部３５、特徴量抽出部３６、光源制御部４３への、給
電状態を変更する。特に、制御部２０は、更新判定部３３が表示内容が更新されていない
旨の判定結果を制御部２０へ出力すると、制御部２０は、特徴量抽出部３６への給電を遮
断する。
【００４４】
　なお、図１の内容は、単なる一例に過ぎないのであって、制御部２０や記憶部２１等を
単一の半導体集積回路にまとめるなど、種々の形態に変更することができる。また、特徴
量抽出部３６への給電を完全に遮断しなくとも、例えば、スリープモードのように、通常
の給電状態よりも消費電力が低い状態としたり、再起動時の遅延を少なくするために、ク
ロックをオフしたりすれば、一定の節電効果は得られる。したがって、このような場合も
本発明に包含される。
【００４５】
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　本形態の表示装置４０は、図１に示すように、受光型デバイスを代表する液晶表示装置
である。即ち、表示装置４０は、補正表示内容にしたがって画像を表示する液晶パネル４
１と、液晶パネル４１を透過する光を照射する光源４２と、光源パラメータにしたがって
光源４２の光量を制御する光源制御部４３を備える。
【００４６】
　表示装置４０は、図示していないが、１フレーム分のフレームメモリを備えるのが好適
である。表示内容補正部３５によって、補正された補正表示内容をフレームメモリに保持
されていると、表示内容に変化がないとき、制御部２０が電源制御部５０に電源制御命令
を出力し、光源制御部４３への給電を遮断できるため、一層の節電が可能になるためであ
る。しかしながら、フレームメモリは必須ではない。
【００４７】
　次に、図３を参照しながら、本形態の表示制御装置の動作を説明する。まず、ステップ
１にて、制御部２０は、起動直後かどうかチェックする。起動直後であれば、ステップ２
１にて、制御部２０は、スイッチ３４の第１スイッチＳ１及び第２スイッチＳ２の両方を
オンにし、ステップ２２にて、先頭フレーム部分の表示内容について、転送するように、
表示内容転送部３１へ転送命令を出力する。
【００４８】
　これにより、先頭フレーム部分の表示内容が表示内容補正部３５及び特徴量抽出部３６
へ出力される。特徴量抽出部３６は、この表示内容の特徴量を求め、制御部２０へ出力す
る。ステップ２３にて、制御部２０は、図２（ｂ）に示された第２テーブルを参照し、入
力した特徴量にあう補正パラメータと光源パラメータを決定する。
【００４９】
　ステップ２４にて、制御部２０は、パラメータに変化が生じたかどうかチェックする。
【００５０】
　もしパラメータに変化があれば、ステップ２５にて、制御部２０は、各パラメータを、
表示内容補正部３５及び光源制御部４３へ、それぞれ出力する。
【００５１】
　表示内容補正部３５は、入力した補正パラメータを表示内容を示す信号に乗じ、補正表
示内容を液晶パネル４１へ出力し、液晶パネル４１は、補正表示内容による画像を表示す
る。一方、光源制御部４３は、入力した光源パラメータにより光源４２の光量を調整し、
光源４２は、光源パラメータによる光を液晶パネル４１へ照射する。以上により、１フレ
ームの表示が実施される。ステップ１へ処理が戻る。
【００５２】
　パラメータに変化がなければ、制御部２０は、何もせずに処理をステップ１へ戻す。そ
の結果、表示装置４０は、直前の表示状態を維持する。なお、この場合、パラメータは現
在の値のままとなる。しかしながら、現在の値ではなく、所定の初期値へ書き替えるよう
にしても差し支えない。
【００５３】
　ステップ１にて、起動直後でなければ、制御部２０は、処理をステップ２へ移す。ステ
ップ２では、制御部２０は、入力部１０からユーザ命令を入力しているかどうかチェック
する。入力がなければ、制御部２０は、ステップ３へ処理を移し、その状態が一定時間以
上継続しているかチェックする。継続していれば、電源制御部５０へ電源制御命令を出力
し、光源４２及び半導体集積回路３０そのものへの給電を停止させる。これにより、大幅
な節電ができる。
【００５４】
　ステップ２にて、ユーザ命令の入力があれば、制御部２０は、電源制御部５０へ電源制
御命令を出力し、光源４２及び半導体集積回路３０そのものへの給電を行い、ステップ６
にて、ユーザ命令の内容をチェックする。
【００５５】
　ユーザ命令の内容が、（表示内容の）「更新」でも「終了」でもないときは、ステップ
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３０にて、制御部２０は、該当する処理を実施し、ステップ２に処理を戻す。
【００５６】
　ユーザ命令の内容が「終了」であるときは、制御部２０は、電源制御部５０へ全ての給
電を終了させる電源制御命令を出力し、全体の処理が終了する。これにより、表示制御装
置及び表示装置は、次の起動を待つことになる。
【００５７】
　ユーザ命令の内容が「更新」であるときは、制御部２０は、ステップ７にて、更新ペー
ジ数をチェックする。更新ページ数が２頁以上であるときは、ステップ８にて、記憶部２
１に該当する特徴量が保存されているかどうかチェックする。保存されていなければ、制
御部２０は、ステップ１６へ処理を進め、保存されていれば、ステップ９へ処理を進める
。
【００５８】
　該当する特徴量が保存されていれば、特徴抽出部３６により特徴量を抽出する処理を省
略でき、指定ページの表示内容をすばやく表示することができる。
【００５９】
　ステップ９では、制御部２０は、第１スイッチＳ１をオンにし、第２スイッチＳ２をオ
フとする表示内容変更通知を出力し、ステップ１０にて電源制御部５０へ特徴量抽出部３
６への給電を遮断させる電源制御命令を出力する。これにより、表示内容は特徴量抽出部
３６へ出力されず、特徴量抽出部３６は動作しない（つまり電力を消費しない）状態とな
り、節電できる。そして、制御部２０は、ステップ１へ処理を戻す。
【００６０】
　ステップ７にて、更新ページ数が「１」であるときは、ステップ１１にて、制御部２０
は、更新速度を予め設定されている閾値と比較する。更新速度が閾値以上であるときは、
例えば素早くページがめくられているような場合に該当するから、制御部２０は、第１ス
イッチＳ１をオンにし、第２スイッチＳ２をオフとする表示内容変更通知を出力し、ステ
ップ１３にて電源制御部５０へ特徴量抽出部３６への給電を遮断させる電源制御命令を出
力する。これにより、表示内容は特徴量抽出部３６へ出力されず、特徴量抽出部３６は動
作しない（つまり電力を消費しない）状態となり、節電できる。
【００６１】
　なお、この更新速度の閾値は、表示内容が文字なのか画像なのかをユーザが判別できる
程度の更新速度（例えば、「１０」）とするのが望ましい。さらに、ステップ１１におい
て、この更新速度の閾値に加え、更新速度の第２の閾値であって、表示内容が文字なのか
画像なのかをユーザが全く判別できない程度の更新速度（例えば、上記閾値の２倍の値「
２０」）を設定しても良い。その場合、更新速度が第２の閾値以上となると、制御部２０
が、光源制御部４３へ、光源４２の光量をゼロとする光源制御命令を出力するようにする
と好適である。
【００６２】
　ステップ１４にて、制御部２０は、表示内容転送部３１へ表示内容の転送を指示する。
【００６３】
　一方、制御部２０は、ステップ１５にて、更新速度をインデックスとして、図２（ａ）
に示された第１テーブルにより補正パラメータと光源パラメータとを決定し、表示内容補
正部３５及び光源制御部４３へそれぞれ出力する。
【００６４】
　その結果、表示内容補正部３５は、入力した補正パラメータを表示内容を示す信号に乗
じ、補正表示内容を液晶パネル４１へ出力し、液晶パネル４１は、補正表示内容による画
像を表示する。一方、光源制御部４３は、入力した光源パラメータにより光源４２の光量
を調整し、光源４２は、光源パラメータによる光を液晶パネル４１へ照射する。以上によ
り、更新速度が大きい場合の表示が実施される。その後、制御部２０は、処理をステップ
２４へ移す。
【００６５】
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　ステップ１１にて、更新速度が閾値未満であるとき、ステップ１６にて、制御部２０は
、表示内容転送部３１に転送命令を出力し、表示内容転送部３１は、表示内容を更新判定
部３３へ出力し、更新判定部３３は、判定結果を制御部２０へ出力する。
【００６６】
　判定結果が「更新有」であるときは、特徴量の抽出が必要であるから、制御部２０はス
テップ１へ処理を戻す。
【００６７】
　判定結果が「更新無」であるときは、特徴量の抽出が不要であるから、ステップ１８に
て、制御部２０は、第１スイッチＳ１をオンにし、第２スイッチＳ２をオフとする表示内
容変更通知を出力し、ステップ１９にて電源制御部５０へ特徴量抽出部３６への給電を遮
断させる電源制御命令を出力する。これにより、表示内容は特徴量抽出部３６へ出力され
ず、特徴量抽出部３６は動作しない（つまり電力を消費しない）状態となり、節電できる
。
【００６８】
　またステップ２０にて、制御部２０は、表示内容転送部３１へ表示内容の転送を指示す
る。表示内容補正部３５は、現在の補正パラメータを表示内容を示す信号に乗じ、補正表
示内容を液晶パネル４１へ出力し、液晶パネル４１は、補正表示内容による画像を表示す
る。一方、光源制御部４３は、現在の光源パラメータにより光源４２の光量を調整し、光
源４２は、光源パラメータによる光を液晶パネル４１へ照射する。以上により、表示内容
の更新があるが更新速度が小さい場合の表示が実施される。その後、制御部２０は、処理
をステップ１へ移す。
【００６９】
　図４及び図５は、本発明に係る表示制御装置を搭載した、電子ブック装置、携帯端末を
示す。図４では、「＋１０ページ」、「－１０ページ」というように、１０ページ毎に表
示内容をジャンプするユーザインターフェイスが設けられている。また、「次ページ」、
「前ページ」というように１ページ毎に表示内容をジャンプするユーザインターフェイス
が設けられている。
【００７０】
　さらに、「自動ページ送り」というようにシステム側で表示内容の遷移を制御するため
のユーザインターフェイスが設けられている。自動ページ送りの速度は、「＋」ボタン又
は「－」ボタンを押すことにより、増減できるようになっている。
【００７１】
　本発明によれば、以上の説明により明らかなように、これらのいずれのユーザインター
フェイスについても対応できる。
【００７２】
　勿論、以上のページ数（１０等）は、例示に過ぎず、必要に応じて種々変更できる。
【００７３】
　本発明の表示制御装置は、図５のように、パーソナルコンピュータ型やＰＤＡ型の携帯
端末、さらには、携帯電話などの端末にも応用できることは、容易に理解されよう。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　本発明にかかる表示装置は、例えば透渦型ＬＣＤ等の表示デバイスの制御分野などにお
いて好適に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の一実施の形態に係る表示制御装置及び表示装置のブロック図
【図２】（ａ）本発明の一実施の形態に係る第１テーブルの例示図、（ｂ）本発明の一実
施の形態に係る第２テーブルの例示図
【図３】本発明の一実施の形態に係る表示制御装置のフローチャート
【図４】本発明の一実施の形態に係る表示制御装置を搭載した電子ブック装置の外観図
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【図５】本発明の一実施の形態に係る表示制御装置を搭載した携帯端末の外観図
【符号の説明】
【００７６】
１０　入力部
２０　制御部
２１　記憶部
３０　半導体集積回路
３１　表示内容転送部
３２　表示内容記憶部
３３　更新判定部
３４　スイッチ
３５　表示内容補正部
３６　特徴量抽出部
４０　表示装置
４１　液晶パネル
４２　光源
４３　光源制御部
５０　電源制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成19年4月4日(2007.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
補正パラメータにより表示内容を補正し、光源パラメータにより光源を制御する表示制御
方法であって、
表示内容の更新の有無に応じて、前記補正パラメータと前記光源パラメータとを更新する
表示制御方法。
【請求項２】
補正パラメータにより表示内容を補正する表示制御方法であって、
表示内容が更新されたかどうか判定するステップを含み、
表示内容が更新された場合、補正パラメータを更新し、更新された補正パラメータに基づ
いて表示内容を補正して表示装置へ出力し、
表示内容が更新されていない場合、補正パラメータの更新を省略する表示制御方法。
【請求項３】
前記表示装置は光源を有し、
表示内容が更新された場合、前記補正パラメータ及び光源パラメータを更新し、前記更新
された補正パラメータに基づいて表示内容を補正して前記表示装置へ出力し前記更新され
た光源パラメータに基づいて前記光源を制御し、
表示内容が更新されていない場合、補正パラメータの更新及び光源パラメータの更新を省
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略する請求の範囲第２項記載の表示制御方法。
【請求項４】
表示内容は、ユーザ操作と連動して更新される請求の範囲第２項記載の表示制御方法。
【請求項５】
表示内容は、表示内容の持つ情報および／または表示内容の比較結果と連動して更新され
る請求の範囲第２項記載の表示制御方法。
【請求項６】
前記補正パラメータを定める表示内容の特徴量を保存するステップをさらに含み、
保存された特徴量に基づいて、前記補正パラメータと前記光源パラメータを更新する請求
の範囲第３項記載の表示制御方法。
【請求項７】
表示内容の更新速度を求めるステップをさらに含み、
求められた更新速度が大きくなるにつれ前記光源の光量が少なくなるように前記光源パラ
メータを更新する請求の範囲第３項記載の表示制御方法。
【請求項８】
表示内容が更新されたかどうか判定する更新判定部と、
表示内容の特徴量を求める特徴量抽出部と、
前記特徴量抽出部が求めた特徴量を参照し補正パラメータを定める制御部と、
前記補正パラメータに基づいて表示内容を補正し補正された表示内容を表示装置へ出力す
る表示内容補正部とを備え、
前記更新判定部が表示内容が更新されていないと判定するとき、前記制御部は、前記特徴
量抽出部への給電状態を通常の状態よりも消費電力が少ない状態へ変更する表示制御装置
。
【請求項９】
前記表示装置は、光源と、前記光源の光量を制御する光源制御部とを有し、
前記制御部は、前記特徴量抽出部が求めた特徴量を参照し、前記補正パラメータを定めて
前記表示内容補正部へ出力すると共に、光源パラメータを定めて前記光源制御部へ出力し
、
前記更新判定部が表示内容が更新されていないと判定するとき、前記制御部は、前記特徴
量抽出部への給電状態及び前記光源制御部への給電状態を、通常の状態よりも消費電力が
少ない状態へ変更する請求の範囲第８項記載の表示制御装置。
【請求項１０】
前記通常の状態よりも消費電力が少ない状態は、電源が遮断された状態である請求の範囲
第９項記載の表示制御装置。
【請求項１１】
表示内容が更新されたかどうか判定する更新判定部と、
表示内容の特徴量を求める特徴量抽出部と、
補正パラメータに基づいて表示内容を補正し補正された表示内容を表示装置へ出力する表
示内容補正部とを備え、
前記更新判定部が表示内容が更新されていないと判定するとき、前記特徴量抽出部への給
電状態は、通常の状態よりも消費電力が少ない状態へ変更される半導体集積回路。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示制御方法及びその装置に関するものである。
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【０００２】
　より特定的には、液晶パネルに代表される、受光型表示デバイスへ、光源から光を照射
して映像を表示する表示装置において、入力される表示内容に応じて、動的に光源の輝度
調整と表示内容の補正とを相関を持たせて制御する技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来、光源の消費電力削減、デバイスの長寿命化等を目的として、入力映像信号、ある
いは光センサーや温度センサーの測定値等に応じて、光源の輝度調整値と表示内容の補正
パラメータとに相関を持たせて制御し、省電力・長寿命等を実現しようとする技術が知ら
れている。このような技術に関する従来技術として、特許文献１（日本国特開平１１－６
５５３１号公報）を挙げることができる。
【０００４】
　特許文献１記載の発明は、動画像を主とした制御法であり、表示内容の更新の有無にか
かわらず、常に表示内容の特徴量が抽出され、抽出された特徴量に基づいて表示内容の補
正パラメータおよび光源の輝度調整値が、常時、更新される。
【０００５】
　特に、静止画像が表示される場合、表示内容の更新が、複数フレームにわたって行われ
ない場合であっても、特徴量が抽出され、表示内容の補正パラメータ・光源の輝度調整値
が更新される。このような無駄な処理により、相当の電力が消費される。
【０００６】
　主として静止画像の表示に用いられる電子機器は、しばしば、動画像の表示を主とする
電子機器よりも高い表示解像度を持つ。したがって、上述したような無駄な処理による負
担は、表示解像度が高くなるだけ、より重くなる。
【０００７】
　特に、電子ブックなどのように、静止画表示を主とする電子機器では、その使用者が表
示内容（該当頁）を読む間、表示内容の更新は行なわれないから、数１００～数１０００
フレーム分の無駄な処理が実施され、相当の電力が浪費されることになる。
【特許文献１】特開平１１－６５５３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで本発明は、無駄な処理及びそれによる無駄な消費電力を削減できる表示制御方法
及びその関連技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の発明に係る表示制御方法は、補正パラメータにより表示内容を補正し、光源パラ
メータにより光源を制御する表示制御方法であって、表示内容の更新の有無に応じて、補
正パラメータと光源パラメータとを更新する。
【００１０】
　この構成により、表示内容が更新されない場合における、無駄な処理を削減することに
より、この無駄な処理に起因する消費電力を削減できる。したがって、それだけ、消費電
力を削減できる。
【００１１】
　第２の発明に係る表示制御方法では、表示内容の更新が、ユーザ操作と連動して行われ
る。
【００１２】
　この構成により、ユーザ操作と連動して、光源の光源パラメータ、および、表示内容の
補正パラメータを更新できる。
【００１３】
　第３の発明に係る表示制御方法では、表示内容は、表示内容の持つ情報および／または



(14) JP WO2007/000895 A1 2007.1.4

表示内容の比較結果と連動して更新される。
【００１４】
　この構成により、表示内容の更新の有無を自動的に判定し、この結果に連動して、光源
の光源パラメータ、および、表示内容の補正パラメータを更新できる。
【００１５】
　第４の発明に係る表示制御方法は、補正パラメータを定める表示内容の特徴量を保存す
るステップをさらに含み、保存された特徴量に基づいて、補正パラメータと光源パラメー
タを更新する。
【００１６】
　この構成により、予め指定された表示内容を表示する場合において、既に保存されてい
る特徴量を参照することにより、すばやく表示できる。また、一度、表示された表示内容
の特徴量を保存しておけば、再度、特徴量を抽出する必要がなくなり、消費電力を削減で
きる。
【００１７】
　第５の発明に係る表示制御方法は、表示内容の更新速度を求めるステップをさらに含み
、求められた更新速度が大きくなるにつれ光源の光量が少なくなるように光源パラメータ
を更新する。
【００１８】
　この構成により、更新速度が上がるにつれ、光源の消費電力をより削減できる。またこ
のようにしても、表示内容の見やすさは、事実上損なわれない。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の表示装置によれば、表示内容の更新が無い場合、不要な処理を行わず、消費電
力を削減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る表示制御装置と表示装置を示すブロック図である
。
【００２２】
　図１に示すように、表示制御装置は、入力部１０、制御部２０、記憶部２１、半導体集
積回路３０及び電源制御部５０を備える。
【００２３】
　入力部１０は、リモートコントローラ、キーセット又はタッチパネル等からなり、ユー
ザ命令を受付け、それを制御部２０へ出力する。
【００２４】
　制御部２０は、ＣＰＵ及びＲＯＭ等からなり、図１の各要素を制御する。
【００２５】
　記憶部２１は、メモリ、ハードディスク装置、あるいはＤＶＤ等の記憶媒体等からなり
、制御部２０からアクセスされる。記憶部２１には、特徴量抽出部３６が求めた特徴量が
保存される。
【００２６】
　数ページ前、すなわち、過去に表示された表示内容の特徴量を記憶部２１に保存すれば
、同じ表示内容の特徴量を何度も抽出する必要がなくなり、特徴抽出部３６の消費電力を
削減できる。記憶部２１が保存する特徴量は、記憶部２１の容量が許す限り、任意である
。
【００２７】
　数ページ後、すなわち将来表示されるであろう表示内容の特徴量を、起動時、ユーザが
表示内容を読んでいる時、処理が空いて負荷が軽い時など、ユーザ命令が発行される前に
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任意のタイミングで抽出し、記憶部２１に保存するのが望ましい。
【００２８】
　また、記憶部２１には、図２（ａ）に示される、更新速度をインデックスとする光源パ
ラメータ及び補正パラメータの各値を保持する第１テーブルと、図２（ｂ）に示される特
徴量（本例では最大輝度）をインデックスとする光源パラメータ及び補正パラメータの各
値を保持する第２テーブルとが保持される。なお、第１、第２テーブルは、制御部２０に
設けても良い。
【００２９】
　ここで「更新速度」とは、単位時間あたりに表示されるフレームの数であり、同一フレ
ームが表示され続けるときは、更新速度の値は「０」となる。また、電子ブックの各頁が
ぱらぱらとめくられる場合のように、フレームが順次更新されるときは、更新速度の値は
「０」より大きくなる。
【００３０】
　素早く頁がめくられる場合のように、更新速度が大きくなると、ユーザは、その変化の
過程を目で追うことが困難になる。この点を利用し、本形態では、更新速度が大きくなる
につれ、光源パラメータを小さくし、光量を下げている。こうすれば、見た目にあまり影
響せずに大幅な節電ができる。
【００３１】
　逆に、ユーザが同じ頁を読み続けている場合のように、更新速度が小さくなると、素早
く頁がめくられる場合よりも、光源パラメータを大きくし、光量を上げている。こうすれ
ば、明るく読みやすい表示結果が得られる。
【００３２】
　光源パラメータと補正パラメータ（画像信号に乗ずる係数）とには、ほぼ反比例の相関
関係を持たせてある。
【００３３】
　本形態では、図２（ｂ）の第２テーブルに示すように、最大輝度により光源パラメータ
を定めている。例えば、最大輝度が８０％であるとき、表示装置がリニアな階調特性を有
するのであれば、光源パラメータも８０％とすればよい。しかしながら、本例では、８０
％ではなく、６１．２１％という値を採用している。さらに、最大輝度との相関関係によ
り、補正パラメータは、１．２５（＝１００／８０）としている。
【００３４】
　なお、パラメータが支障なく決定されうる限り、別個のテーブル、同一のテーブルある
いは他の記憶手段によってよいことは、いうまでもない。
【００３５】
　図１に示すように、半導体集積回路３０には、次の要素が設けられる。表示内容転送部
３１は、制御部２０から転送命令を入力すると、それにしたがって、該当表示内容のデー
タを、更新判定部３３あるいはスイッチ３４へ出力する。
【００３６】
　更新判定部３３は、表示内容転送部３１から表示内容を入力すると、表示内容が更新さ
れたかどうか判定し、判定結果を制御部２０へ出力する。
【００３７】
　更新判定部３３は、入力される表示内容の更新の有無が判定できさえすれば、どのよう
な手法を用いてもよい。たとえば、シーン検出手法などで用いられる、前後の表示内容と
の差分情報、表示内容に付属のヘッダーやタグ情報、圧縮方式などで用いられている動き
情報、あるいは本処理以前の処理で得られる情報を用いても良い。
【００３８】
　例えば、更新判定部３３は、比較対象の一方と他方とにおいて、対応する画素（特定の
画素のみでも良い）の各値について、差の絶対値の総和あるいは２乗誤差の総和を求め、
これらの総和の少なくとも一方と、予め設定された閾値と大小比較を行う。比較の結果、
更新判定部３３は、総和が閾値未満であるときは、「更新無」と判定し、総和が閾値以上
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であるときは、「更新有」と判定する。
【００３９】
　スイッチ３４は、互いに独立に作動する第１スイッチＳ１と第２スイッチＳ２とを備え
、第１スイッチＳ１は、表示内容補正部３５に接続され、第２スイッチＳ２は、特徴量抽
出部３６に接続される。スイッチ３４は、第１スイッチＳ１と第２スイッチＳ２とを、制
御部２０から入力する表示内容変更通知にしたがって、互いに独立してオン／オフする。
【００４０】
　特徴量抽出部３６は、ローパスフィルターまたは、ヒストグラムなどを用いて、表示内
容の１フレーム中の最大輝度を特徴量として抽出し、制御部２０へ出力する。なお、特徴
量は、最大輝度に限定されるものではなく、光源パラメータおよび補正パラメータが相関
を持って制御できる特徴量であれば、任意の特徴量あるいは、複数の特徴量の任意の組み
合わせとしてもよい。
【００４１】
　制御部２０は、特徴量抽出部３６から特徴量（最大輝度）を入力すると、図２（ｂ）に
示された第２テーブルを使用し、光源パラメータと補正パラメータとを決定する。または
、制御部２０は、更新判定部３３からの判定結果に基づいて、更新速度を計測し、更新速
度に基づいて、図２（ａ）に示された第１テーブルを使用し、光源パラメータと補正パラ
メータとを決定する。
【００４２】
　表示内容補正部３５は、制御部２０から補正パラメータを入力すると、その内部のレジ
スタに補正パラメータを保存する。さらに、第１スイッチＳ１がオンになっているときは
、表示内容を示す信号に補正パラメータを乗じ、その結果を補正表示内容として表示装置
４０へ出力する。
【００４３】
　電源制御部５０は、制御部２０から電源制御命令を入力し、それに基づいて、半導体集
積回路３０そのもの、表示内容補正部３５、特徴量抽出部３６、光源制御部４３への、給
電状態を変更する。特に、制御部２０は、更新判定部３３が表示内容が更新されていない
旨の判定結果を制御部２０へ出力すると、制御部２０は、特徴量抽出部３６への給電を遮
断する。
【００４４】
　なお、図１の内容は、単なる一例に過ぎないのであって、制御部２０や記憶部２１等を
単一の半導体集積回路にまとめるなど、種々の形態に変更することができる。また、特徴
量抽出部３６への給電を完全に遮断しなくとも、例えば、スリープモードのように、通常
の給電状態よりも消費電力が低い状態としたり、再起動時の遅延を少なくするために、ク
ロックをオフしたりすれば、一定の節電効果は得られる。したがって、このような場合も
本発明に包含される。
【００４５】
　本形態の表示装置４０は、図１に示すように、受光型デバイスを代表する液晶表示装置
である。即ち、表示装置４０は、補正表示内容にしたがって画像を表示する液晶パネル４
１と、液晶パネル４１を透過する光を照射する光源４２と、光源パラメータにしたがって
光源４２の光量を制御する光源制御部４３を備える。
【００４６】
　表示装置４０は、図示していないが、１フレーム分のフレームメモリを備えるのが好適
である。表示内容補正部３５によって、補正された補正表示内容をフレームメモリに保持
されていると、表示内容に変化がないとき、制御部２０が電源制御部５０に電源制御命令
を出力し、光源制御部４３への給電を遮断できるため、一層の節電が可能になるためであ
る。しかしながら、フレームメモリは必須ではない。
【００４７】
　次に、図３を参照しながら、本形態の表示制御装置の動作を説明する。まず、ステップ
１にて、制御部２０は、起動直後かどうかチェックする。起動直後であれば、ステップ２
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１にて、制御部２０は、スイッチ３４の第１スイッチＳ１及び第２スイッチＳ２の両方を
オンにし、ステップ２２にて、先頭フレーム部分の表示内容について、転送するように、
表示内容転送部３１へ転送命令を出力する。
【００４８】
　これにより、先頭フレーム部分の表示内容が表示内容補正部３５及び特徴量抽出部３６
へ出力される。特徴量抽出部３６は、この表示内容の特徴量を求め、制御部２０へ出力す
る。ステップ２３にて、制御部２０は、図２（ｂ）に示された第２テーブルを参照し、入
力した特徴量にあう補正パラメータと光源パラメータを決定する。
【００４９】
　ステップ２４にて、制御部２０は、パラメータに変化が生じたかどうかチェックする。
【００５０】
　もしパラメータに変化があれば、ステップ２５にて、制御部２０は、各パラメータを、
表示内容補正部３５及び光源制御部４３へ、それぞれ出力する。
【００５１】
　表示内容補正部３５は、入力した補正パラメータを表示内容を示す信号に乗じ、補正表
示内容を液晶パネル４１へ出力し、液晶パネル４１は、補正表示内容による画像を表示す
る。一方、光源制御部４３は、入力した光源パラメータにより光源４２の光量を調整し、
光源４２は、光源パラメータによる光を液晶パネル４１へ照射する。以上により、１フレ
ームの表示が実施される。ステップ１へ処理が戻る。
【００５２】
　パラメータに変化がなければ、制御部２０は、何もせずに処理をステップ１へ戻す。そ
の結果、表示装置４０は、直前の表示状態を維持する。なお、この場合、パラメータは現
在の値のままとなる。しかしながら、現在の値ではなく、所定の初期値へ書き替えるよう
にしても差し支えない。
【００５３】
　ステップ１にて、起動直後でなければ、制御部２０は、処理をステップ２へ移す。ステ
ップ２では、制御部２０は、入力部１０からユーザ命令を入力しているかどうかチェック
する。入力がなければ、制御部２０は、ステップ３へ処理を移し、その状態が一定時間以
上継続しているかチェックする。継続していれば、電源制御部５０へ電源制御命令を出力
し、光源４２及び半導体集積回路３０そのものへの給電を停止させる。これにより、大幅
な節電ができる。
【００５４】
　ステップ２にて、ユーザ命令の入力があれば、制御部２０は、電源制御部５０へ電源制
御命令を出力し、光源４２及び半導体集積回路３０そのものへの給電を行い、ステップ６
にて、ユーザ命令の内容をチェックする。
【００５５】
　ユーザ命令の内容が、（表示内容の）「更新」でも「終了」でもないときは、ステップ
３０にて、制御部２０は、該当する処理を実施し、ステップ２に処理を戻す。
【００５６】
　ユーザ命令の内容が「終了」であるときは、制御部２０は、電源制御部５０へ全ての給
電を終了させる電源制御命令を出力し、全体の処理が終了する。これにより、表示制御装
置及び表示装置は、次の起動を待つことになる。
【００５７】
　ユーザ命令の内容が「更新」であるときは、制御部２０は、ステップ７にて、更新ペー
ジ数をチェックする。更新ページ数が２頁以上であるときは、ステップ８にて、記憶部２
１に該当する特徴量が保存されているかどうかチェックする。保存されていなければ、制
御部２０は、ステップ１６へ処理を進め、保存されていれば、ステップ９へ処理を進める
。
【００５８】
　該当する特徴量が保存されていれば、特徴抽出部３６により特徴量を抽出する処理を省
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略でき、指定ページの表示内容をすばやく表示することができる。
【００５９】
　ステップ９では、制御部２０は、第１スイッチＳ１をオンにし、第２スイッチＳ２をオ
フとする表示内容変更通知を出力し、ステップ１０にて電源制御部５０へ特徴量抽出部３
６への給電を遮断させる電源制御命令を出力する。これにより、表示内容は特徴量抽出部
３６へ出力されず、特徴量抽出部３６は動作しない（つまり電力を消費しない）状態とな
り、節電できる。そして、制御部２０は、ステップ１へ処理を戻す。
【００６０】
　ステップ７にて、更新ページ数が「１」であるときは、ステップ１１にて、制御部２０
は、更新速度を予め設定されている閾値と比較する。更新速度が閾値以上であるときは、
例えば素早くページがめくられているような場合に該当するから、制御部２０は、第１ス
イッチＳ１をオンにし、第２スイッチＳ２をオフとする表示内容変更通知を出力し、ステ
ップ１３にて電源制御部５０へ特徴量抽出部３６への給電を遮断させる電源制御命令を出
力する。これにより、表示内容は特徴量抽出部３６へ出力されず、特徴量抽出部３６は動
作しない（つまり電力を消費しない）状態となり、節電できる。
【００６１】
　なお、この更新速度の閾値は、表示内容が文字なのか画像なのかをユーザが判別できる
程度の更新速度（例えば、「１０」）とするのが望ましい。さらに、ステップ１１におい
て、この更新速度の閾値に加え、更新速度の第２の閾値であって、表示内容が文字なのか
画像なのかをユーザが全く判別できない程度の更新速度（例えば、上記閾値の２倍の値「
２０」）を設定しても良い。その場合、更新速度が第２の閾値以上となると、制御部２０
が、光源制御部４３へ、光源４２の光量をゼロとする光源制御命令を出力するようにする
と好適である。
【００６２】
　ステップ１４にて、制御部２０は、表示内容転送部３１へ表示内容の転送を指示する。
【００６３】
　一方、制御部２０は、ステップ１５にて、更新速度をインデックスとして、図２（ａ）
に示された第１テーブルにより補正パラメータと光源パラメータとを決定し、表示内容補
正部３５及び光源制御部４３へそれぞれ出力する。
【００６４】
　その結果、表示内容補正部３５は、入力した補正パラメータを表示内容を示す信号に乗
じ、補正表示内容を液晶パネル４１へ出力し、液晶パネル４１は、補正表示内容による画
像を表示する。一方、光源制御部４３は、入力した光源パラメータにより光源４２の光量
を調整し、光源４２は、光源パラメータによる光を液晶パネル４１へ照射する。以上によ
り、更新速度が大きい場合の表示が実施される。その後、制御部２０は、処理をステップ
２４へ移す。
【００６５】
　ステップ１１にて、更新速度が閾値未満であるとき、ステップ１６にて、制御部２０は
、表示内容転送部３１に転送命令を出力し、表示内容転送部３１は、表示内容を更新判定
部３３へ出力し、更新判定部３３は、判定結果を制御部２０へ出力する。
【００６６】
　判定結果が「更新有」であるときは、特徴量の抽出が必要であるから、制御部２０はス
テップ１へ処理を戻す。
【００６７】
　判定結果が「更新無」であるときは、特徴量の抽出が不要であるから、ステップ１８に
て、制御部２０は、第１スイッチＳ１をオンにし、第２スイッチＳ２をオフとする表示内
容変更通知を出力し、ステップ１９にて電源制御部５０へ特徴量抽出部３６への給電を遮
断させる電源制御命令を出力する。これにより、表示内容は特徴量抽出部３６へ出力され
ず、特徴量抽出部３６は動作しない（つまり電力を消費しない）状態となり、節電できる
。
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【００６８】
　またステップ２０にて、制御部２０は、表示内容転送部３１へ表示内容の転送を指示す
る。表示内容補正部３５は、現在の補正パラメータを表示内容を示す信号に乗じ、補正表
示内容を液晶パネル４１へ出力し、液晶パネル４１は、補正表示内容による画像を表示す
る。一方、光源制御部４３は、現在の光源パラメータにより光源４２の光量を調整し、光
源４２は、光源パラメータによる光を液晶パネル４１へ照射する。以上により、表示内容
の更新があるが更新速度が小さい場合の表示が実施される。その後、制御部２０は、処理
をステップ１へ移す。
【００６９】
　図４及び図５は、本発明に係る表示制御装置を搭載した、電子ブック装置、携帯端末を
示す。図４では、「＋１０ページ」、「－１０ページ」というように、１０ページ毎に表
示内容をジャンプするユーザインターフェイスが設けられている。また、「次ページ」、
「前ページ」というように１ページ毎に表示内容をジャンプするユーザインターフェイス
が設けられている。
【００７０】
　さらに、「自動ページ送り」というようにシステム側で表示内容の遷移を制御するため
のユーザインターフェイスが設けられている。自動ページ送りの速度は、「＋」ボタン又
は「－」ボタンを押すことにより、増減できるようになっている。
【００７１】
　本発明によれば、以上の説明により明らかなように、これらのいずれのユーザインター
フェイスについても対応できる。
【００７２】
　勿論、以上のページ数（１０等）は、例示に過ぎず、必要に応じて種々変更できる。
【００７３】
　本発明の表示制御装置は、図５のように、パーソナルコンピュータ型やＰＤＡ型の携帯
端末、さらには、携帯電話などの端末にも応用できることは、容易に理解されよう。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　本発明にかかる表示装置は、例えば透過型ＬＣＤ等の表示デバイスの制御分野などにお
いて好適に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の一実施の形態に係る表示制御装置及び表示装置のブロック図
【図２】（ａ）本発明の一実施の形態に係る第１テーブルの例示図、（ｂ）本発明の一実
施の形態に係る第２テーブルの例示図
【図３】本発明の一実施の形態に係る表示制御装置のフローチャート
【図４】本発明の一実施の形態に係る表示制御装置を搭載した電子ブック装置の外観図
【図５】本発明の一実施の形態に係る表示制御装置を搭載した携帯端末の外観図
【符号の説明】
【００７６】
１０　入力部
２０　制御部
２１　記憶部
３０　半導体集積回路
３１　表示内容転送部
３２　表示内容記憶部
３３　更新判定部
３４　スイッチ
３５　表示内容補正部
３６　特徴量抽出部
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４０　表示装置
４１　液晶パネル
４２　光源
４３　光源制御部
５０　電源制御部
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